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ャ
ー
ナ
ル

９月１８日（木）	 第２回総合就職ガイダンス
	 自己分析・エントリーシート作成ガイダンス

９月２５日（木）	 業界研究ガイダンス（入門編）
	 会社四季報を使ったいい会社の選び方ガイダンス

９月２６日（金）	 ＳＰＩ３対策講座１０月コース説明会

９月２７日（土）	 （２年生のための）就職ガイダンス

９月２９日（月）	 業界・企業・職種研究セミナー①（総論）
	 業界・企業・職種研究セミナー②（金融・不動産）

就職指導課 教務課 学生課 研究事務課 エクステンション
センター

※各項目についての詳細は、各担当部署にお問い合わせください。　 	教務課　 	学生課　 	研究事務課　 	エクステンションセンター

９月３日（水）	 メディア・イノベーション講座	
　～４日（木）

９月１６日（火）	 後学期授業開始	

９月２０日（土）	 法学部招聘（オンクルトラクサ先生）	
　～２８日（日）

９月２１日（日）	 本部招聘（アルムブリュスター先生）	
～１０月５日（日）

９月２３日（火）	 秋分の日は通常どおり授業を実施	

９月２４日（水）	 履修登録期間（後学期開講科目）	
　～３０日（火）

９月２７日（土）	 定期無料法律相談会	

９月下旬	 社会保険労務士講座説明会	
～１０月上旬	 社会保険労務士シンポジウム	

１０月上旬	 各種業界研究セミナー
　　～下旬

１０月６日（月）	 業界・企業・職種研究セミナー③（ＩＴ・コンサル・メーカー）
	 業界・企業・職種研究セミナー④（商社・流通・小売）

１０月８日（水）	 未内定者のためのフォローアップセミナー（全学部合同）

１０月上旬	 各種公務員業務説明会

１０月１６日（木）	 元人事担当者による特別講演
	 就活SNSガイダンス

１０月１８日（土）	 キャリア教育講座

１０月２０日（月）	 業界・企業・職種研究セミナー⑤（マスコミ・ホスピタリティ）
	 業界・企業・職種研究セミナー⑥（まとめ）

１０月２３日（木）	 業界研究ガイダンス（銀行・信用金庫）

１０月上旬	 内定者による活動報告＆相談会
～１１月下旬

１０月４日（土）	 平成26年度学内学会・研究所合同研究会	

１０月１３日（月）	 体育の日は通常どおり授業を実施	

１０月１４日（火）	 履修登録中止期間（後学期開講科目）	
　		～１５日（水）

１０月１８日（土）	 第３７回法律討論会	

１０月１８日（土）	 法学部招聘（コスタ先生）	
　		～２６日（日）

１０月２５日（土）	 定期無料法律相談会	

１０月３１日（金）	 第３５回法桜祭準備日（休講）	

１０月中旬	 平成２７年３月卒業及び留年に関する手続き期間（４年次生対象）	

１０月中旬	 ゼミナール説明会・公開ゼミナール（２年次生対象）	
～１１月中旬

１1月上旬	 各種業界研究セミナー
　		～下旬

１１月上旬	 ＳＰＩ３ＷＥＢテスト説明会

１１月６日（木）	 エントリーシート攻略テストフォローガイダンス
	 Ｒ－ＣＡＰ（自己診断テスト）フォローガイダンス

１１月８日（土）	 キャリア教育講座

１１月１３日（木）	 自己表現力向上ガイダンス（校友会共催）

１１月１８日（火）	 リクナビ・マイナビを使った就職活動の進め方ガイダンス

１１月２０日（木）	 面接対策ガイダンス

１１月２７日（木）	 公開模擬面接

１１月下旬	 ＴＯＥＩＣ講演会

１１月２９日（土）	 ＯＢ・ＯＧ就職相談会（校友会共催）

１１月１日（土）	 第３５回法桜祭（休講）	
　　～３日（月）	 行政なんでも相談	

１１月４日（火）	 第３５回法桜祭後片付け（休講）	

１１月２３日（日）	 巡回無料法律相談会（水戸市）	

１１月２４日（月）	 勤労感謝の日の振替休日は通常どおり授業を実施	

１１月中旬	 ゼミナール入室申込期間（２年次生対象）	

１１月下旬	 ゼミナール入室試験（筆記）（２年次生対象）	

１１月下旬	 ゼミナール入室試験（口述）（２年次生対象）	
～１２月上旬

１２月上旬	 各種業界研究セミナー
　　～下旬

１２月１０日（水）	 未内定者のためのフォローアップセミナー（全学部合同）

１２月上旬	 クリスマスイルミネーション点灯式	

１２月１３日（土）	 定期無料法律相談会	
	 資格試験合格者褒賞制度褒賞授与式	

１２月２３日（火）	 天皇誕生日は通常どおり授業を実施	

１２月２４日（水）	 授業回数調整のため、月曜日の授業を行う	

１２月２５日（木）	 授業回数調整のため、土曜日の授業を行う	
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学祖
山田顕義

政
治
学
科
を
政
治
経
済
学
科
に
改
称

新
聞
学
科
を
新
設

新
学
制
に
よ
る
大
学
と
な
る

法
文
学
部
を
法
学
部
と
文
理
学
部
に
再
編

大
学
院
法
学
研
究
科
を
設
置

経
営
法
学
科
・
管
理
行
政
学
科
を
新
設

法
学
部
本
館
落
成

法
学
部
大
宮
校
舎
落
成

日
本
大
学
創
立
1
0
0
周
年
記
念
式
典

法
学
部
図
書
館
落
成

創
立
1
2
0
周
年
。
法
学
部
10
号
館
落
成

管
理
行
政
学
科
を
公
共
政
策
学
科
に
改
称

法
学
部
６
号
館（
サ
ー
ク
ル
棟
）落
成

法
学
部
創
設
1
2
5
周
年

法
学
部
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
制
定

山
田
顕
義（
時
の
司
法
大
臣
）が

皇
典
講
究
所
内
に
日
本
法
律
学
校
創
立

第
１
回
卒
業
式
挙
行
。
校
友
会
設
立

神
田
三
崎
町（
現
法
学
部
本
館
）に

初
の
独
立
校
舎
落
成

卒
業
生
に
日
本
法
律
学
士
の

称
号
授
与
が
決
定

大
学
組
織
と
な
り
、日
本
大
学
と
改
称

専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
と
な
る

大
学
部
法
律
学
科
に
政
治
学
科
を
併
設

大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
る

法
文
学
部
法
律
学
科
・
政
治
学
科
と
な
る

日本大学法学部は2014年 10月 4日に、学部創設125周年を迎えます。

これを記念して、日本大学法学部の輝かしい伝統と、さらなる前進をテーマに、

さまざまな角度から本学部の展望を探ります。

[日本大学法学部ジャーナル]日本大学法学部創設　１２５周年
特 集

～伝統と誇り、さらなる前進～

法
学
部
１
２
５
年
の
あ
ゆ
み

法文学部校舎（現法学部本館）と桜門ビル（戦後）

ら
の
過
去
・
現
在
・
未
来
が
集
う
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
４
日
に
予
定
し
て
い
る
法
学
部

創
設
１
２
５
周
年
記
念
式
典
に
は
、こ

れ
ま
で
法
学
部
の
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
た
方
々
を
お
招
き
し
、ま
た
11
月

１
日
に
は
、法
学
部
と
し
て
は
初
の
試

み
で
あ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
計

画
さ
れ
、さ
ら
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス（
秋
）が
実
施
さ
れ
ま
す
。
法
桜
祭

は
言
う
ま
で
も
な
く
学
生
諸
君
の
サ
ー

ク
ル
活
動
の
祭
典
で
あ
り
、ま
た
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
に
所
属
す
る
諸
君
の
研
究
成
果

を
披
露
す
る
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

大
学
は
決
し
て
現
に
在
籍
し
て
い
る

私
た
ち
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

伝
統
の
力
も
借
り
て
、若
い
世
代
の
夢

と
希
望
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
こ
そ
、私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
で
す
。

　

平
成
26
年（
２
０
１
４
）10
月
４
日
、

私
た
ち
の
日
本
大
学
法
学
部
は
１
２
５

回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
長
い
歴
史
と
輝
か
し

い
伝
統
に
限
り
な
い
愛
着
と
誇
り
を
抱

き
つ
つ
、私
た
ち
の
先
達
に
心
か
ら
の

感
謝
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
同
時
に
未
来
に
向
け
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
日
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
誕
生
日
を
、大
学

を
構
成
す
る
す
べ
て
の
方
々
と
共
に
祝

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
を
構
成
し

て
い
る
の
は
教
員
と
職
員
そ
し
て
学
生

で
す
。
記
念
す
べ
き
誕
生
日
は
、こ
れ

ま
で
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
、そ
し
て

未
来
を
み
つ
め
る
日
で
す
の
で
、私
は

現
在
の
教
職
員
・
学
生
だ
け
で
は
な
く
、

現
在
・
過
去
・
未
来
の
教
職
員
・
学
生

と
共
に
こ
れ
を
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
、10
月
４
日
の
大
学
創
立
記
念

日
か
ら
11
月
初
め
に
か
け
て
は
、こ
れ

125回目の誕生日は
先達への感謝と
未来をみつめる日に

日本大学法学部長
杉本	稔

第一次伊藤博文内閣で初代司
法大臣に就任。近代的法治国
家の基礎を築いた山田顕義が
設立した「日本法律学校」が日本
大学の前身。『司法の日大』の
由来が、ここにあります。

（詳しくはP8で紹介しています）
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い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

中
学
、高
校
の
頃
は
法
曹
を
目
指
し
て
い
た

ん
で
す
よ
。
法
廷
小
説
や
推
理
小
説
が
好
き
で
、

冤
罪
か
ら
人
を
救
う
弁
護
士
に
憧
れ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、高
校
時
代
に
い
ろ
ん
な
仲
間

と
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
す
ぎ
て（
笑
）、志
望
大
学
を

こ
と
ご
と
く
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
て
。
そ
れ
で
、

東
京
に
行
っ
て
、新
聞
奨
学
生
と
し
て
働
き
な

　

出
身
は
北
海
道
の
和
寒
町
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

私
が
体
験
し
た
最
低
気
温
は
氷
点
下
36
℃
。
と

て
も
寒
い
と
こ
ろ
で
す
。
政
治
家
に
な
る
に
は

「
地
盤
、看
板
、鞄
が
必
要
」と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、私
は
た
だ
の
鍛
冶
屋
の
息
子
で
、何
も
な

自
分
の
想
い
と
信
念
を
貫
い
て

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
！！

が
ら
自
分
の
力
で
予
備
校
に
行
く
と
決
め
た
ん

で
す
。
高
校
卒
業
と
同
時
に
上
京
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
な
か
な
か
仕
事
が
た
い
へ
ん
で
、

新
聞
を
配
り
終
わ
っ
て
、部
屋
に
戻
っ
て
、新

聞
を
読
む
だ
け
と
い
う
毎
日
で
し
た
。
そ
れ
で

も
、毎
日
２
時
間
じ
っ
く
り
新
聞
を
読
ん
で
い

る
う
ち
に
、社
会
に
対
す
る
疑
問
が
湧
い
て
き

て
、税
制
や
安
全
保
障
、経
済
な
ど
を
自
分
な

り
に
勉
強
す
る
中
で
、政
治
は
面
白
い
！
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、自
分

が
国
会
議
員
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、政
治
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
い
、弁
護
士
か
ら
方
向
転
換
し
て
日
大
法

学
部
の
政
治
経
済
学
科
に
入
学
し
た
わ
け
で
す
。

人
生
何
が
転
機
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

　

入
学
後
は
、す
ぐ
に
日
本
大
学
政
治
研
究
会

に
入
会
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
先
輩
か
ら
、誰
か

友
達
も
誘
え
と
言
わ
れ
た
の
で
、半
ば
強
引
に

誘
っ
た
の
が
学
生
下
宿
で
一
緒
だ
っ
た
梶
原
君
。

現
在
、私
の
政
策
担
当
秘
書
を
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、彼
と
は
そ
れ
以
来
、も
う

32
年
の
付
き
合
い
な
ん
で
す
よ
。

　

大
学
を
出
て
か
ら
は
、鳩
山
邦
夫
事
務
所
で

秘
書
と
し
て
働
く
の
で
す
が
、こ
れ
が
ま
た
不

思
議
な
ご
縁
な
ん
で
す
よ
。
昭
和
61
年
夏
の
総

選
挙
に
鳩
山
由
紀
夫
さ
ん
が
北
海
道
か
ら
出
馬

し
て
初
当
選
さ
れ
た
ん
で
す
。
私
は
翌
年
３
月

に
卒
業
だ
っ
た
の
で
、大
学
の
先
生
が
北
海
道

出
身
の
小
川
と
い
う
の
が
い
る
と
、事
務
所
の

法学部創設１２５周年
～伝統と誇り、さらなる前進～

小川勝也
平成7年、32歳の若さで参議院議員に初当選（現在4期目）。
平成21年、鳩山内閣で内閣総理大臣補佐官（農山漁村地域
活性化担当）、平成23年、防衛副大臣。現在、参議院農林水
産委員会理事、民主党ネクスト農林水産大臣、民主党北海道
副代表。趣味は読書、野菜作り。座右の銘は「義を見てせざる
は勇なきなり」。

北
海
道
か
ら
上
京
し
て

新
聞
奨
学
生
か
ら
政
治
家
へ

厳
し
い
指
導
が
あ
っ
た
か
ら

今
日
の
自
分
が
あ
る

選
挙
区
か
ら
出
馬
し
て
、32
歳
で
初
当
選
し
ま

し
た
。
現
在
４
期
目
、国
会
議
員
と
し
て
20
年

目
、参
議
院
の
農
林
水
産
委
員
会
理
事
と
し
て
、

第
一
次
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
東
京
一
極
集
中
で
、地
方

が
疲
弊
し
て
い
る
な
か
、地
方
の
人
口
や
雇
用
、

医
療
や
生
活
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
が
、政
治
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
の
で
、

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
も
あ
る「
環
境
」「
食
」の
問

題
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
や
ご
縁
が

あ
っ
て
、厳
し
く
と
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
乗
り
越

秘
書
に
空
き
が
な
い
か
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
ん

で
す
。
そ
う
し
た
ら
鳩
山
由
紀
夫
さ
ん
の
方
は

埋
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、弟
の
鳩
山
邦
夫
さ

ん
の
と
こ
ろ
は
随
時
募
集
だ
と
。
な
ぜ
随
時
募

集
か
と
い
う
と
、厳
し
く
て
み
ん
な
す
ぐ
辞
め

る
か
ら
だ
と
。
私
は
昔
気
質
の
職
人
の
父
親
か

ら
、若
い
う
ち
の
苦
労
は
買
っ
て
で
も
し
ろ
と

教
え
ら
れ
て
き
た
の
で
、な
ん
と
か
が
ん
ば
ろ

う
と
飛
び
込
み
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、地
盤

も
看
板
も
鞄
も
な
い
の
に
、鳩
山
邦
夫
先
生
に

厳
し
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
か
ら
、今
日
の
自

分
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
民
主

党
政
権
が
で
き
た
と
き
に
、鳩
山
由
紀
夫
総
理

の
総
理
補
佐
官
と
し
て
官
邸
入
り
し
た
と
き
は
、

な
に
か
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

　

鳩
山
事
務
所
で
精
神
的
に
も
政
策
的
に
も
鍛

え
ら
れ
、平
成
７
年
の
参
議
院
選
挙
に
北
海
道

え
て
き
た
こ
と
が
今
の
自
分
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、信
念
、想
い
、チ
ャ
レ

ン
ジ
が
い
か
に
大
事
か
。
ま
あ
、僕
の
よ
う
に

法
外
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
人
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、と
に
か
く
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
。

　

そ
の
た
め
に
、も
っ
と
大
学

Ｏ
Ｂ
・
O
G
の
先
輩
た
ち
を

頼
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
先

輩
と
い
う
の
は
、無
条
件
に
後

輩
に
優
し
い
し
、頼
ら
れ
た
い
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
せ
っ
か
く
日

本
中
に
あ
る
法
学
部
校
友
会
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
な
い

手
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

人
と
の
出
会
い
や
ご
縁
を

チ
ャ
ン
ス
に
活
か
そ
う

だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
先
輩
に
話
を
聞
き
に
い
っ
て

ほ
し
い
。
こ
れ
は
、日
本
大
学
に
学
ん
だ
人
の

特
権
な
の
で
す
か
ら
。
私
の
事
務
所
に
も
日
大

か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
来
る
の
で
す
が
、

と
て
も
う
れ
し
く
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

創設125周年記念事業
法学部創設125周年を記念して、今年は様々な記念事業が
実施されています。その中から、新ロゴマークと、この秋
に開催される２つのイベントをご紹介します。

■法学部新ロゴマーク制定
創設125周年にあたり、法学部の新ロゴマークが制定され
ました。	NUCLはNihon	University	College	of	Law（日本

大学法学部）の頭文字、
緋(ひ)色は日本大学
のスクールカラー、
紫紺(しこん)は法学
部のカレッジカラー。
また、２つの楕円は、
未来に向かって躍動
する日本大学法学部
の姿を示しています。

←式典の行われる10
号館1011講堂（2009
年落成）。
※ホームカミングデーの
参加には事前申込が必
要です。参加申込は法
学部HPの専用フォーム
からお願いいたします。

■日本大学法学部ホームカミングデー
日本大学法学部校友会の協賛を得て、本学部を卒業された
方々を対象としたホームカミングデーを初開催します。日本
大学法学部、法学研究科、新聞学研究科、知的財産研究科を
卒業、修了された校友の皆さまに来校いただき、楽しい１日
を過ごしていただきます。（当日は法桜祭、オープンキャンパス同時開催）
【日時】11月1日（土）13時〜（式典、キャンパスツアー、懇親会）
【会場】法学部10号館1011講堂、2号館

■特別展示会
法学部図書館にて創設125周年記念特別展示会を開催します。
【期間】10月1日（水）〜11月3日（月・祝）

【会場】法学部図書館1階ブラウジングコーナー
［学祖関連展示］
初代司法大臣の山田顕義を中心に、日本大学の前身である日
本法律学校が創立されて今年で125周年。これを機に、あら
ためて学祖・山田顕義の足跡を振り返るべく、法学部所有の
学祖関連の掛軸9幅、学祖宛お
よび学祖発信書簡4通を解説文
とともに展示します。
［貴重書展示］
法学部図書館が所蔵する約3万
点におよぶ貴重書，特別書の中
から、洋書約20点（書簡を含む）
を厳選して解説文とともに展示
します。

→インクナブラ（15世紀の活版印刷
術黎明期の刊行本）より、ジョバン
ニ・ダンドレア『血族、姻族、教会法
上同族樹形図注釈』（1478年）

法学部OB  参議院議員

昭和62年法学部政治経済学科卒業

参議院議員会館にて

※10月4日（土）・5日（日）は休館



ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
講
座
、

就
職
活
動
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
、就
職
活
動
を

充
実
さ
せ
る
た
め
の
支
援
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
の
意
外
と
身
近
な
と

こ
ろ
で
お
役
に
立
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

あ
く
ま
で
大
学
が
主
催
す
る
行
事
や
活
動
へ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

す
が
、学
生
に
と
っ
て
公
平
性
に
欠
け
る
も
の

は
な
い
か
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
年
に
１
回
総
会
を
開
催
し
、会
員

の
皆
さ
ん
に
事
業
報
告
、事
業
計
画
を
承
認
い

　

日
本
大
学
法
学
部
後
援
会
は
、平
成
元
年
に

設
立
さ
れ
た
法
学
部
生
の
保
護
者
に
よ
る
団
体

で
す
。
私
自
身
は
日
大
経
済
学
部
の
出
身
な
の

で
す
が
、娘
が
法
学
部
で
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
し
て
、保
護
者
の
代
表
と
し
て
、今
年
６

月
か
ら
１
年
間
、会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

後
援
会
の
活
動
と
し
て
は
、会
員
の
方
々
か

ら
お
預
か
り
し
た
後
援
会
費
を
も
と
に
、大
学

の
環
境
整
備
や
学
生
生
活
の
充
実
の
た
め
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、施
設
な
ど
の
環
境
整
備
に
対

す
る
支
援
で
は
、図
書
館
や
演
習
室
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
の
維
持
、学
食
や
図
書
館
の
観
葉
植
物

な
ど
の
ほ
か
、今
年
度
は
本
館
の
学
生
用
ト
イ

レ
の
改
修
費
用
の
補
助
も
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
学
食
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
６
号
館（
サ
ー

ク
ル
棟
）の
新
築
の
際
も
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
学
生
生
活
関
連
で
は
、サ
ー

ク
ル
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
、学
生
研
究
室
や

課
外
講
座
、法
桜
祭
や
体
育
大
会
な
ど
の
行
事
、

福
利
厚
生
な
ど
の
経
費
の
支
援
、さ
ら
に
就
職

よ
り
良
き
学
生
生
活
の
た
め
に

親
の
目
線
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プた

だ
い
た
う
え
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
水
道
橋
あ
た
り
の
居
酒
屋
で
仲

間
と
よ
く
飲
み
ま
し
た
ね
。
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・

フ
ェ
イ
ス
で
、あ
あ
で
も
な
い
、こ
う
で
も
な

い
と
言
い
合
っ
た
り
す
る
と
自
分
の
知
ら
な
い

世
界
を
吸
収
で
き
ま
す
し
、自
分
の
考
え
方
に

柔
軟
性
も
出
て
く
る
。
そ
れ
が
社
会
に
出
た
時

に
役
立
つ
ん
で
す
。
柔
軟
性
が
あ
っ
て
、変
化

に
対
応
し
実
行
で
き
る
人
間
と
い
う
の
は
、ま

さ
に
社
会
や
企
業
が
求
め
て
い
る
人
材
で
す
か

ら
。
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
時
代
で
す
が
、学
生
の
時
こ
そ
フ
ェ
イ
ス
・

ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
、い
ろ
ん
な
人
の
話
を
聞
き

な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
い
、さ
ま

ざ
ま
な
知
識
を
習
得
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

私
自
身
は
大
学
時
代
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

入
っ
て
、バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
い
ま
し
た
。

会
社
の
連
中
と
か
、誰
も
信
じ
て
く
れ
な
い
で

す
け
ど（
笑
）。
当
時
は
無
我
夢
中
で
練
習
し
、

目
標
に
向
か
っ
て
突
っ
走
り
、と
に
か
く
と
て

も
充
実
し
た
４
年
間
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
役
学
生
の
皆
さ
ん
も
４
年
間
で
何
か
に
思
い

切
り
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
日
本
大
学
は
、

自
由
の
精
神
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、良
い
意
味
で

何
で
も
で
き
る
。
学
業
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
サ

ー
ク
ル
で
も
、本
当
に
や
る
気
の
あ
る
人
間
は
、

す
ご
く
成
長
で
き
る
環
境
に
あ
る
大
学
で
す
。

自
分
が
何
を
し
た
い
か
と
い
う
の
が
見
え
て
き

た
ら
必
死
に
や
っ
て
、
社
会
に
飛
び
出
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
夢
の
実
現
に
き
っ
と

つ
な
が
り
ま
す
。

　

最
後
に
、法
学
部
の
創
設
１
２
５
周
年
と
い

う
こ
と
で
す
が
、山
田
顕
義
先
生
の「
自
主
創

造
」の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、今
後
も
１
５
０
年
、

２
０
０
年
と
、社
会
に
貢
献
で
き
る
学
生
を
ど

ん
ど
ん
輩
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
日
大

出
身
者
と
し
て
は
、母
校
が
前
進
し
て
い
く
姿

を
見
る
の
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
後
援
会
は
、本
年
度
も
学
生
生
活
の
充
実
と

環
境
整
備
、ま
た
就
職
活
動
や
研
究
の
支
援
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

法学部創設１２５周年
～伝統と誇り、さらなる前進～

法
学
部
の
学
生
た
ち
の

保
護
者
に
よ
る
団
体
で
す

「
自
主
創
造
」の
精
神
の
も
と

大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い

日本大学法学部後援会　会長

者
褒
賞
制
度
」で
す
。
春
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

資
格
に
合
格
し
た
学
生
に
、賞
状
と
図
書
カ
ー

ド
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

資
格
だ
と
か
秘
書
検
定
、簿
記
一
級
な
ど
実
用

性
の
あ
る
資
格
を
目
標
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、前
向
き
な
姿
勢
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
し
、

日
大
法
学
部
の
学
生
は
礼
儀
も
正
し
い
、資
格

も
持
っ
て
い
る
、即
戦
力
の
あ
る
学
生
だ
と
い

う
評
判
が
定
着
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

放
送
、新
聞
、出
版
、広
告
な
ど
の
各
業
界
で

　

日
本
大
学
法
学
部
校
友
会
は
、明
治
22
年
に

学
祖
・
山
田
顕
義
伯
爵
が「
日
本
法
律
学
校
」

を
創
立
し
た
４
年
後
の
明
治
26
年
に
、11
人
の

第
1
回
卒
業
生
有
志
と
６
人
の
教
職
員
に
よ
り

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、山
田
顕
義
伯
爵
が

急
逝
し
、経
営
上
の
問
題
か
ら
廃
校
の
危
機
に

あ
っ
た
母
校
を
救
お
う
と
、彼
ら
は
学
校
事
務

を
無
償
で
引
き
受
け
、講
師
と
な
る
先
生
を
探

し
て
奔
走
す
る
な
ど
、学
校
の
存
続
を
懸
け
て

大
変
な
奮
闘
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う

先
人
た
ち
の
苦
労
が
あ
っ
て
日
本
大
学
法
学
部

は
今
年
１
２
５
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
わ
け
で
、

心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、彼

ら
の
精
神
が
法
学
部
校
友
会
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
に
校
友
会
の
抜
本
的
な
改
革
が
な

さ
れ
、現
役
の
学
生
さ
ん
に
準
会
員
に
な
っ
て

戴
い
た
こ
と
に
よ
り
、法
学
部
の
学
生
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
新
事
業
を
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
考
え
た
の
は「
資
格
試
験
合
格

明
治
時
代
か
ら
続
く

校
友
会
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継
承
す
る

働
く
先
輩
を
招
い
て
の「
マ
ス
コ
ミ
業
界
研
究

セ
ミ
ナ
ー
」は
、今
年
も
６
月
に
第
８
回
を
開

催
し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
業
界
の
法
学
部
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
母
校
の
後
輩
の

た
め
に
50
人
も
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う

い
う
先
輩
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
の
は
、現
役

の
学
生
に
と
っ
て
、と
て
も
幸
せ
な
こ
と
な
ん

で
す
よ
。
そ
れ
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
の
が「
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
就
職
相
談
会
」で
す
。
法
学
部
生
限

定
で
、55
社
か
ら
70
社
く
ら
い
の
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
、官
公
庁
で
働
く
日
大
出
身
の
先
輩
た
ち

に
来
て
も
ら
っ
て
、対
面
式
で
直
接
話
が
聞
け

る
と
あ
っ
て
毎
年
大
盛
況
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、日
本
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
界
の
パ

イ
オ
ニ
ア
で
日
本
大
学
芸
術
学
部
教
授
の
佐
藤

綾
子
先
生
を
招
い
て
、就
職
面
接
な
ど
に
役
立

つ
表
現
力
を
学
ぶ「
自
己
表
現
力
向
上
ガ
イ
ダ

ン
ス
」、さ
ら
に
今
年
で
37
回
目
を
迎
え
る
伝

統
の
イ
ベ
ン
ト「
法
律
討
論
会
」で
は
優
秀
質

問
賞
を
法
学
部
校
友
会
が
設
け
た
り
、３
月
に

は
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の「
卒
業
記

念
祝
賀
会
」も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
法
学

部
校
友
会
の
奨
学
金
制
度
も
創
設
し
ま
す
。

　

法
学
部
校
友
会
は
、法
学
部
の
学
生
た
ち
の

や
る
気
を
起
こ
さ
せ
、法
学
部
の
学
生
の
質
を

高
め
、社
会
に
送
り
出
す
と
い
う
の
が
、第
一

の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
卒
業
後

は
、お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
、

母
校
の
後
輩
を
愛
す
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
校
友
会
の
約
30
人
の
常

任
幹
事
も
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
後
輩
た
ち
の
た

め
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
大
学
の
教
育
理
念
で
あ
る「
自
主
創

造
」は
、時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
、自
主
性
と

創
造
性
を
も
っ
て
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
。
そ
し
て
先
輩
や
ま
わ
り
の
人
た
ち
と

の
縁
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分
の

人
生
が
い
か
に
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
か
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
法
学
部
校
友

会
は
、今
後
も
法
学
部
学
生
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

法
学
部
の
学
生
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
中

こ
れ
か
ら
も
校
友
会
は

法
学
部
学
生
の
た
め
に

岡田雅史
日本大学法学部校友会　会長
日本大学常務理事

中村克夫



山田顕義
（やまだ あきよし）

軍
事
に
優
先
す
る
」と
い
う
確
信
を
持
ち
、

日
本
に
お
け
る
近
代
法
整
備
に
尽
力
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
明
治
18
年（
１
８
８
５
）、

内
閣
制
度
発
足
に
伴
い
、第
一
次
伊
藤
博
文

内
閣
で
日
本
最
初
の
司
法
大
臣
に
就
任
。
以

降
、各
内
閣
で
司
法
大
臣
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

明
治
22
年（
１
８
８
９
）２
月
、大
日
本
帝

国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、民
法
・
商
法
・
民
事

訴
訟
法
な
ど
の
準
備
も
着
々
と
進
み
ま
し
た
。

司
法
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
が
急
が
れ
る
な

か
、当
時
は
イ
ギ
リ
ス
法
学
系
の
東
京
大
学
、

東
京
専
門
学
校（
の
ち
の
早
稲
田
大
学
）、英

吉
利
法
律
学
校（
の
ち
の
中
央
大
学
）、慶
応

義
塾
、フ
ラ
ン
ス
法
学
系
の
和
仏
法
律
学
校

（
の
ち
の
法
政
大
学
）、明
治
法
律
学
校（
の

ち
の
明
治
大
学
）な
ど
、欧
米
法
の
教
育
が

主
流
の
時
代
で
し
た
。
山
田
顕
義
は
こ
れ
に

疑
問
を
呈
し
、
立

憲
政
体
を
と
る
国

は
、
自
国
の
法
制

に
つ
い
て
知
識
を

深
め
る
必
要
が
あ

る
と
、国
史
、国
法

を
専
修
す
る
教
育

機
関
を
設
立
す
る

構
想
を
進
め
て
い

ま
し
た
。

　

明
治
22
年（
１
８
８
９
）10
月
４
日
、日
本

大
学
の
前
身
で
あ
る
日
本
法
律
学
校
が
、時

の
司
法
大
臣
・
山
田
顕
義
を
中
心
に
創
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
年
で
１
２
５
周
年
。

法
学
部
は
ま
さ
に
日
本
大
学
の
原
点
で
あ
り
、

こ
れ
を
機
に
、改
め
て「
司
法
の
日
大
」の
ル

ー
ツ
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

吉
田
松
陰
の
松
下
村
塾
で
学
び
、岩
倉
具

視
ら
と
欧
米
諸
国
を
巡
っ
た
山
田
顕
義
は
、

帰
国
後「
教
育
の
普
及
と
法
律
の
整
備
は
、

「
司
法
の
日
大
」の
原
点
こ
こ
に
あ
り

日
本
法
律
学
校
創
立　

同
じ
頃
、憲
法
起
草
に
も
関
わ
っ
た
枢
密

員
書
記
官
の
金
子
堅
太
郎
、帝
国
大
学
法
科

大
学
教
授
の
宮
崎
道
三
郎
ら
11
名
の
若
手
学

者
も
同
様
の
構
想
を
持
っ
て
お
り
、こ
れ
を

知
っ
た
山
田
は
彼
ら
を
全
面
的
に
支
援
。
こ

う
し
て
、司
法
大
臣
山
田
顕
義
と
若
き
法
律

学
者
ら
が
共
に
構
想
し
た
日
本
の
法
律
を
学

ぶ
学
校「
日
本
法
律
学
校
」
が
、
明
治
22
年

（
１
８
８
９
）に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
初
代

校
長
に
は
金
子
堅
太
郎
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

日
本
法
律
学
校
の
開
校
に
あ
た
り
、校
舎

は
山
田
顕
義
が
所
長
を
務
め
る
皇
典
講
究
所

の
部
屋
を
借
り
、明
治
23
年（
１
８
９
０
）９

月
21
日
、山
縣
有
朋
総
理
大
臣
、加
藤
弘
之

帝
国
大
学
総
長
ら
を
招
い
て
開
校
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
示
さ
れ
た「
日
本

法
律
学
校
設
立
主
意
」に
よ
る
建
学
理
念
は

次
の
３
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、日
本
の
法
律
は
新
旧
を
問
わ
ず
研
究
す
る
。

二
、海
外
の
法
律
と
い
え
ど
も
、日
本
法
学

　
　
の
参
考
と
な
る
も
の
は
取
り
入
れ
る
。

三
、こ
れ
ま
で
は
欧
米
の
法
律
を
学
ぶ
こ
と

　

  

が
主
流
だ
っ
た
が
、日
本
法
律
学
校
は

　

  「
日
本
法
学
」と
い
う
独
自
の
学
問
分
野

　

   

を
切
り
拓
い
て
い
く
。

　

創
立
時
に
記
さ
れ
た
こ
の
建
学
理
念
は
、

今
日
の
日
本
大
学
法
学
部
に
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、明
治
29
年
に
は
、

初
の
独
立
校
舎
が
現
在
の
法
学
部
本
館
の
場

所
に
竣
工
。
平
成
の
今
も
学
祖
・
山
田
顕
義

の
胸
像
が
若
者
た
ち
を
見
守
り
続
け
ま
す
。

法学部創設１２５周年
～伝統と誇り、さらなる前進～

我
が
法
学
部
は
、

日
本
大
学
の
原
点
で
す

第
２
部
で
は
各
業
界
ご
と
に
会
場
を
移
し
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
・
内
定
者
に
対
す
る
質
問
会
、

さ
ら
に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
囲
ん
で
の
車
座
質
問

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
業
界
で
活
躍
す
る

先
輩
方
が
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
親
身
に

な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
・
運
営
す
る
の
は
、

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
お

話
を
伺
い
に
行
っ
た
り
、マ
ス
コ
ミ
業
界
に

つ
い
て
の
勉
強
会
を
行
う
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
毎
年
マ

ス
コ
ミ
業
界
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

去
る
６
月
28
日（
土
）、10
号
館
に
て
日
本

大
学
法
学
部
・
法
学
部
校
友
会
共
催
に
よ
る

「
第
８
回
マ
ス
コ
ミ
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約
50
名
も
の

マ
ス
コ
ミ
関
係
の
法
学
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
、

全
国
か
ら
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
１
０
１
１
講
堂
に
て
出
版
・
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
広
告
・
放
送
・
新
聞

の
各
業
界
の
代
表
者
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、

第35回 法桜祭
日本大学法学部の伝統力

今年で35回目を迎える日本大学法学部の学
部祭「法桜祭」が、11月1日（土）〜3日（月・
祝）の3日間開催されます。オープニングを
飾るフェニックスパレードをはじめ、模擬店
やお化け屋敷、模擬裁判など、伝統を受け継
ぐ数多くの企画の中から、第1回から続いて
いる名物企画と、法桜祭の運営を支える専任
の法桜祭実行委員会をご紹介します。

■学生フォーラム
法学部の各ゼミナールがゼミの研究成果を発表す
る「学生フォーラム」は、第1回法桜祭から継続
している伝統ある企画です。毎年30近いゼミナ
ール団体が参加し、3日間に渡って熱い研究発表
を繰り広げます。ゼミの学生たちにとっては年に
一度の晴れ舞台となり、学生や一般の方、そして
保護者の方にとっても、ゼミの研究を知ることが
できる貴重な機会です。学問を前面に打ち出した、
法学部ならではの人気企画です。

昨年の学生フォーラムより。フォ
ーラム専用のパンフレットも制作
されています

■法桜祭実行委員会
法桜祭は学生主体で作り上げる学部祭です。一般
的に学園祭の実行委員は、サークルなどの活動と
並行して務めることが多いなか、法桜祭の実行委
員は専任で、委員長以下、企画局、広報局、財務
局など全８局、総勢約170名の大きな組織で運
営しています。専任の実行委員が、毎年12月か
ら約1年をかけて準備を進めるので、完成度の高
い企画や、きめ細やかな対応が好評です。法桜祭
全日程終了後には熱い感動に包まれます。

昨年の法桜祭実行委員会は
175名。お揃いの赤いスタッフ
ジャンパーを着て奮闘しました

重ねた時間に本物のパワーが宿る

創
立
時
の
建
学
理
念
が

脈
々
と
受
け
継
が
れ
る

1844年、長門国萩（現山口
県萩市）に萩藩士山田顕行
の長男として生まれる。幼名
は市之允。14歳で吉田松陰
の松下村塾に入門。高杉晋
作らと研鑽を積む。青年期に
は大村益次郎に兵学を学び、
戊辰戦争などで活躍。1885
年、初代司法大臣として入閣

後
輩
の
サ
ポ
ー
ト
も
法
学
部
の「
伝
統
」

マ
ス
コ
ミ
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー

日本法律学校初の独立校舎（明治30年代）

金子堅太郎 宮崎道三郎

マ
ス
コ
ミ
業
界
で
活
躍
す
る

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
ア
ド
バ
イ
ス

↑第2部では業界ごとに会場を分かれ、質
問会が行われました→車座になっての質
問会は、興味を持っている業界の先輩方
に直接質問できる貴重な機会です

←マスコミ業界
で活躍する約50
名のOB・OGの
皆さんと、企画・
運営に携わった
学生サポーター
たち（前列）

参加企業（順不同）　毎日新聞社　産経新聞社　神奈川新聞社　ＰＨＰ研究所　講談社　
電通テック　未来屋書店　博報堂　東急エージェンシー　ヤマハミュージックパブリッシング　
日本放送協会　ＴＢＳテレビ　フジテレビジョン　テレビ朝日映像　エイベックス・エンタテインメント　他

参考資料：日本大学	通信教育部「日本大学を学ぶ」



　３年生の時にカンボジアにボ
ランティア活動に行き、現地の
状況を実際に見て、人の生活の
根幹を支える仕事がしたいと思
いました。内定先企業は、営利
を目的としない金融機関で、働く
人の生活を直接支える仕事がで
きると思い志望しました。
　就職活動で大切なのは、自分
が将来何をしたいのかを常に考
えることです。どの企業も魅力
的に見えますが、自分の軸をしっ
かり持って選んでほしいと思い
ます。これからの40年という人
生に対し責任を負えるのは自分
だけです。だからこそ就職活動
では自分自身にしっかり向き合
い、決断してほしいと思います。

第１回
就活繰り下げ元年の

傾向と対策

自分は将来何をしたいのかを
常に考えることが大切です

今年の就活の最新情報を発信！

就職指導課 
間宮和彦課長に
聞きました

今
年
か
ら
大
き
く
変
わ
る

就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

制
す
る
!!

を
取
得
で
き
な
い
こ
と
も
多
分
に
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

早
く
か
ら
自
己
の
進
路
を
見
極
め
（
自
己
分

析
）、
志
望
す
る
企
業
は
ど
の
よ
う
な
業
態

で
、
ど
の
よ
う
な
人
物
を
求
め
て
い
る
の
か

（
企
業
研
究
）
を
早
期
か
ら
始
め
、
あ
わ
せ

て
採
用
選
考
に
お
け
る
筆
記
試
験
・
面
接
試

験
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

就
職
指
導
課
で
は
諸
君
の
就
職
活
動
を
全

面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ

で
も
相
談
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
９
月
13
日
、
日
本
経
済
団
体
連

合
会
よ
り
公
表
さ
れ
た
「
採
用
の
選
考
に
関

す
る
指
針
」
に
よ
れ
ば
、
来
年
か
ら
企
業
の

広
報
活
動
開
始
（
エ
ン
ト
リ
ー
、
説
明
会
、

Ｅ
Ｓ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
テ
ス
ト
等
）
は
３
月
１
日
、

採
用
選
考
開
始
（
面
接
、
グ
ル
ー
プ
選
考
、

筆
記
試
験
等
）
は
８
月
１
日
と
な
り
、
就
職

活
動
準
備
期
間
は
長
期
化
す
る
も
の
の
、
実

質
の
活
動
時
間
は
短
期
決
戦
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
就
職
活
動
に
お
い
て
早
期
か

ら
情
報
収
集
等
積
極
的
に
行
動
し
た
学
生
と
、

そ
う
で
な
い
学
生
と
が
３
月
を
迎
え
た
場
合
、

そ
の
差
は
歴
然
（
二
極
化
）
と
な
る
ば
か
り

か
、
企
業
研
究
等
を
し
っ
か
り
し
て
い
な
い

（
＝
情
報
不
足
）
こ
と
に
よ
る
大
手
・
有
名

企
業
へ
の
応
募
者
が
増
加
し
、
結
果
、
内
定

新就活スケジュール早見表

公共政策学科４年　
宇都野 香さん

Vol.1  アメリカだけじゃない！ 国際交流プログラム

　日本大学法学部では、言語や目的に応じた様々な国際交流プロ
グラムを実施しています（「法学部での外国語学習方法」を参照）。
例えば、学期期間中での授業や国内プログラムでしっかり準備を
整えて、夏休みや春休みを利用した短期の海外語学研修に参加、
そして長期の交換留学へ、といったステップアップが図れます。

様々なプログラムで海外留学をサポートしています

国内プログラム
■ 語学課外講座
　TOEIC集中課外講座、英検集中課外講座、TOEFL課外講座、ドイツ
　語検定試験対策講座、ドイツ語集中課外講座、留学・海外研修のため
　の英語・ドイツ語・フランス語・中国語講座など、前学期および後学
　期に開講しています。
■ ソノマ州立大学教員による短期集中英語研修
　米国ソノマ州立大学教員が来日し、研修所等にて実施する合宿形式
　の研修です。期間：3月中旬〜下旬（10日間）

夏期および春期に実施されている
3〜5週間の研修です。法学部で
は特に力を入れており、これまでに
も英語圏だけでなく、ドイツ、フラ
ンス、中国、韓国等の大学で研修
を行っています。

　昨年度で第44回の歴史を重ねたヨ
ーロッパ研修旅行は、今年度からは、
夏にアメリカ合衆国、春にヨーロッパ
各国の年2回とし、名称も「海外研修
旅行」と変更しました。
　法学部生の仲間約40名と引率の
教職員の先生方と各国を巡り、歴史、
文化、自然にふれることはもとより、法
学部生の専門学問領域に関する施
設、企業、大学を訪問しながら、より研
鑽を積み、さらに参加学生の語学力の
確認、向上を目的とします。ローマのコロッセオにて 内定先

中央労働金庫（総合職）

仕事へのモチベーションを
自信をもってアピールする
　個人というアウトプットが重要
視される仕事をしたいと思い、
経営コンサルタントという職種
を選択しました。コンサルティン
グに興味を持ったのは、国際マ
ーケティングのゼミに入ったのが
きっかけです。外資系企業＝英
語という固定概念があるかもし
れませんが、それだけではなく
て、自分が成長できるという仕事
に対するモチベーションと外資
系企業の文化がマッチしたのだ
と思います。
　就職活動は「妥協しないこと」
「自信を持つこと」が大切だと思
います。自信のない言葉は誰に
何を伝えることもできません。
ぜひ前向きに頑張ってください。

経営法学科４年　
新井誠也さん
内定先
外資系コンサルティング会社
（戦略コンサルタント）

就職指導課は法学部10号館２階にあります

※就職指導課では年間を通じて様々な就職支援行事を行って
　います。9〜12月分はP12「Event	Schedule」をご覧ください。

●各プログラムの詳細は法学部教務課までお問い合わせください。

Step １

短期  サマースクール・語学研修
Step 2

●「海外研修旅行」については法学部学生課までお問い合わせください。

ソノマ州立大学

研修名 研修期間 対象
イギリス ケンブリッジ大学ペンブルック・カレッジ	サマースクール 夏期1ヶ月 全学部
アメリカ エリザベスタウン・カレッジ	サマースクール 夏期1ヶ月 全学部
オーストラリア ボンド大学付属英語研修機関 春期1ヶ月 全学部
アメリカ ソノマ州立大学語学研修 夏期1ヶ月 法学部
ドイツ ベルリン自由大学語学研修 夏期3週間 法学部
フランス アヴィニョン大学語学研修 春期3週間 法学部
中国 北京大学語学研修 春期1ヶ月 法学部
韓国 新羅大学校語学研修 夏期1ヶ月 法学部

海外研修旅行
海外の文化や歴史に触れる

派遣交換留学は日本大学および
日本大学法学部との学術交流協
定に基づき、本学の代表として
留学する制度です。また、認定
校留学とは、学生個人が留学先
の大学を選び出願し、入学許可
を取得したうえで、本学に留学を
願い出る、公式な許可を受けて
留学する制度です。

長期  派遣交換留学・認定校留学
Step 3

アヴィニョン大学

留学先大学 留学期間 対象

アメリカ ワシントン州立大学 8月から1年間 全学部

アメリカ ウェスタンミシガン大学 8月から1年間 全学部

アメリカ アラバマ大学バーミンガム 8月から1年間 全学部

アメリカ ハワイ大学マノア校 8月から1年間 全学部

アメリカ エリザベスタウン・カレッジ 8月から1年間 全学部

アメリカ ケント州立大学 8月から1年間 全学部

カナダ トロント大学 9月から1年間 全学部

アイルランド アイルランド国立大学メイヌース校 9月から1年間 全学部

フィンランド ラッペンランタ大学 8月から1年間 全学部

スウェーデン ストックホルム大学 8月から1年間 全学部

デンマーク オーフス大学 8月から1年間 全学部

ドイツ ヨハネス・グーテンベルク大学 10月から1年間 全学部

ドイツ ベルリン自由大学 10月から1年間 全学部

フランス アヴィニョン大学 9月から10ヶ月間 全学部

中国 鄭州大学 8月から1年間 全学部

中国 山東大学 9月から1年間 全学部

中国 北京大学 8月から1年間 全学部

台湾 国立台湾大学 9月から1年間 全学部

台湾 国立中興大学 9月から1年間 全学部

韓国 慶熙大学校 2月から1年間 全学部

韓国 延世大学校 2月から1年間 全学部

韓国 高麗大学校 2月から1年間 全学部

フランス アヴィニョン大学 9月から10ヶ月間 法学部

韓国 新羅大学校 3月から1年間 法学部


